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資料２



１．病床機能の一部見直しについて（現状と意見）

○ 関係者間の調整会議において、北部地区医師会病院から現在の医療情勢等を踏まえ、急性期病棟の一部をが
んの苦痛等を和らげることを目的とした、緩和ケア病棟へ病床機能を見直してはどうか、病棟を整備すること
で診療報酬上も有利であるとの提案があった。

○ 現在、緩和ケアを実施している北部地区医師会病院によると、令和６年度の実績として、緩和ケア対象患者
は１日あたり11人程度入院しており、中南部への紹介（流出）患者も加味すると、１日あたり14人程度の患者
が見込まれるとのことである。

○ なお、県の調査結果を踏まえると、北部医療圏においては、ステージⅣの５大がん患者は年間113 人程度が
見込まれ、がんと診断された北部住民の約６割が中南部に流出していることから、地域のニーズは一定程度あ
るものと考えられる。

現状及び医療従事者側の意見等

【参考２】緩和ケア病棟の概要

緩和ケア病棟は、がんを治すことを目標にした治療（手術、薬物療
法、放射線治療など）ではなく、がんの進行などに伴う体や心のつら
さに対する専門的な緩和ケアを行う。

（病室イメージ）

【参考１】両病院の急性期病床に係る１日あたり入院患者数推移
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【参考３】緩和ケアに関する地域のニーズ（県調査結果）

令和元年北部医療圏における

５ 大 が ん の 進 展 度 別 件 数

注1）令和４年度沖縄県がん登録事業報告書
（令和元年の罹患集計）における二次医
療圏別発見経緯別進展度から各部位毎割
合を割り戻して集計した。
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注2）「沖縄県院内がん登録集計報告書2022
年症例」における施設別集計結果のうち
北部医療圏の患者の登録件数を集計した。
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公立沖縄北部医療センター
基本計画上の急性期病床数

（人）

緩和ケア病棟は、一般病棟と異なり、
できる限り日常生活に近い暮らしができ
るように作られた病棟で、共用のキッチ
ンなどが必要。

※コロナ期間除く

グラフの数値は、
両病院の合計値
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２．病床機能別病床数及び今後のスケジュールについて

病床機能別病床数の変更
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○ 現在の医療情勢や両病院の急性期病床の

状況及び公立沖縄北部医療センターの将来
に亘っての健全な経営を図る観点から、医
療現場の意見を尊重し、整備基本計画にお
いて計画した病床機能別の病床数を右表の
とおり変更することについて、設計の見直
しを含め検討を行うこととしたい。

○ なお、今後の検討によっては、病床数の
変動もあり得る。

病床機能の一部見直しを踏まえた今後のスケジュール

○ 緩和ケア病棟は共用のキッチンが必要となるなど通常の病棟と仕様が大きく異なるため、設計の見直しが必
要となる。

○ このため、現時点では、緩和ケア病棟の詳細な内容は検討が行われていないことから、完成しつつある現在
の実施設計（７月末完了予定）を基とした工事は予定どおり発注し、この工事と並行して病床を見直した設計
が整い次第、工事の内容を変更（変更契約）する。

←変更契約

（現在の実施設計で予定どおり発注後、設計変更で対応する場合の発注イメージ）

（整備基本計画における病床機能別病床数） （見直し後の病床機能別病床数）


